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※　農研機構（のうけんきこう）は、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネーム（通称）です。

土地利用型作物における
雑草の総合防除
農研機構 植物防疫研究部門
雑草防除研究領域 雑草防除グループ

兼 東北農業研究センター 農業放射線研究センター（福島）

浅井元朗

関東農政局みどりの食料システム戦略勉強会（第43回）
2026. 6.23 15:00~16:15 

「総合防除の普及促進に向けたWeb説明会」(2025.11.21, 北陸農政局主催)の内容を更新したものです。
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化学農薬の使用量低減に向けた技術開発・普及（現在から2030年頃まで）

土着天敵や光を活用した害虫防除技術 ＡＩ等を活用した土壌病害発病
ポテンシャルの診断技術

交信かく乱剤の施用 温湯種子消毒 天敵による防除 防虫ネット全面被覆

土着天敵を維持する栽培体系の確立

光誘因トラップや
繁殖を抑制する光源の設置

ＡＩによる土壌病害発病診断

発病する可能性は
低いので、農薬は
抑えましょう。

今年の防除はどう
したものか・・・

診断

ドローンやロボットを用いた防除・除草技術

ドローンに
よる撮影、
害虫位置
特定

○ドローンによるピンポイント農薬散布

自動飛行で害虫ポイント
に到着、農薬散布

○無人草刈機による除草

有機栽培での小型除草
ロボットによる機械除草

AIによる除草支援
（スマート除草技術）

スマート除草ロボットによる
雑草識別、農薬の選択

有機栽培における
雑草手取の労働力不足

生産圃場における
雑草の多様化

生産の効率化達成

総合的病害虫・雑草管理（ＩＰＭ）の普及

発生状況に応じて病害虫・雑草の発生増加
を抑えるための適切な防除を総合的に実施し、
化学農薬による環境負荷を低減しつつ、病
害虫の発生を抑制
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みどりの⾷料システム戦略 
〜⾷料・農林⽔産業の⽣産⼒向上と持続性の両⽴をイノベーションで実現〜 

令和３年５⽉ 農林⽔産省
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有機農業の取組面積拡大に向けた技術開発・普及（現在から2030年頃まで）

除草の自動化を可能とする
畦畔・ほ場周縁の基盤整備

急傾斜、段差の解消など、安全に自
走式草刈機が走行できる環境を整備。

自走式草刈機は、転落の危険性が
あることから急傾斜地での使用が困難。

畦畔

畦畔 畦畔

（整備前） （整備後）

緑肥等の有機物施用による土づくり

緑肥（カバークロップ）をすき込むことで
作土に多くの有機物を供給

水田の水管理による雑草の抑制

田植え前の早期湛水
→代掻きによる均平化
→埋土種子削減・ﾄﾛﾄﾛ層形成

ＩＣＴセンサー等を活用した深水管理
の効率化

水管理により効率的に抑草環境を実現

（出典）2019 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.、生産技
術課題対応実証事業：「水稲有機栽培における早期湛水深水管理の雑草
防除抑草技術体系のご紹介」、及び農林水産省現地調査資料より

たい肥を散布することで作土に多くの
有機物を供給

40

みどりの⾷料システム戦略 
〜⾷料・農林⽔産業の⽣産⼒向上と持続性の両⽴をイノベーションで実現〜 

令和３年５⽉ 農林⽔産省
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本日の内容 

土地利用型作物の雑草防除 
除草剤依存と難防除雑草 

除草剤の開発動向 

社会システムとしての総合防除 
予防と予察 

単年度の防除 -生産者レベル- 

経年の防除 -作付・経営の多様化 
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土地利用型作物における


さまざまな問題雑草
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雑草の総合防除の考え方 
大豆難防除雑草を例に 

- 単年度の防除 -
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難防除雑草対策の基本的な考え方

少発段階で有効剤の体系処理と連作の回避


高精度作業による防除効果の安定化


初期防除の徹底と拡散の防止
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大豆作の問題雑草対策�

広葉雑草対象　全面茎葉処理剤

2018〜

(2025〜2027?)

2004〜
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マニュアル

難防除雑草対策マニュアル


目次・構成

診断に基づく大豆栽培改善技術導入支援マニュアル

農研機構

中央農業研究センター
初版 2020年3月
改訂版 2021年3月

農林水産省委託プロジェクト研究
「多収阻害要因の診断法及び対策技術の開発」

大豆栽培における
難防除雑草の防除

⽬次

第１章 外来雑草対策の基本 １

第２章 ほ場周辺管理 ５

第３章 難防除雑草の⽣態と防除対策

１．帰化アサガオ類（関東、中国） １０

２．アレチウリ（東北北部） １７

３．ヒロハフウリンホオズキ（九州北部） １９

４．カロライナツユクサ（九州北部） ２１

５．イヌホオズキ（東北北部） ２３

第４章 防除のための参考情報

１．苗⽴ちの確保 ２５

２．全⾯散布できる茎葉処理型除草剤 ２６
３．畦間・株間処理による⼤⾖⽣育期の ２９

雑草防除
４．本マニュアルに記載の除草剤 ３１

５．参考パンフレット等 ３２

表紙写真
上：帰化アサガオ類がまん延した⼤⾖畑
左下：畦畔から侵⼊する帰化アサガオ類
右下：ヒロハフウリンホオズキがまん延した⼤⾖畑とヒロハフウリンホオズキの花

現状の個別対策はこちらの資料等を参照

→適用拡大の反映・導入


イマザモックスアンモニウム塩液剤地域拡大


トリフルラリン乳剤使用時期・方法拡大


各地域での最適化
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診断に基づく大豆栽培改善技術導入支援マニュアル

農研機構

中央農業研究センター
初版 2020年3月
改訂版 2021年3月

農林水産省委託プロジェクト研究
「多収阻害要因の診断法及び対策技術の開発」

大豆栽培における
難防除雑草の防除

商品名 一般名 有効成分の登録年

土壌処理剤

ラクサー乳剤 アラクロール・リニュロン乳剤 1970・1964

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン乳剤 1966

ロロックス⽔和剤 リニュロン⽔和剤 1964

エコトップP乳剤 ジメテナミド・リニュロン乳剤 1996・1964

プロールプラス乳剤 ジメテナミドP・ペンディメタリン・リニュロン乳剤 1996・1981・1964

パワーガイザー液剤 イマザモックスアンモニウム塩液剤 1998

ダイロンゾル DCMU⽔和剤 1960

茎葉処理剤

アタックショット乳剤 フルチアセットメチル乳剤 2002

⼤⾖バサグラン液剤 ベンタゾン液剤 1985

ワンクロスWG フルアジホップＰ・リニュロン⽔和剤 1998

バスタ液剤 グルホシネート液剤 1984

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩液剤 2003
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登録年次 有効成分名 登録年次 有効成分名
2007 ヨードスルフロンメチルナトリウム塩 2017 エンドタール二カリウム塩

2007 ピラクロニル 2018 フェンキノトリオン

2007 ペノキススラム 2019 ランコトリオンナトリウム塩

2009 クロリムロンエチル 2019 シクロピリモレート

2009 フルポキサム 2019 プロパニル

2009 フルセトスルフロン 2020 フロルピラウキシフェンベンジル

2010 MDBAカリウム塩 2022 チエンカルバゾンメチル

2010 テフリルトリオン 2023 メトブロムロン

2010 メソトリオン 2024 ジメスルファゼット

2010 ジメテナミドP 2025 シンメチリン

2010 プロスルホカルブ 2026 シクロピラニル

2010 S-メトラクロール

2010 ピリミスルファン

2010 プロピリスルフロン

2011 グルホシネートＰナトリウム塩

2011 メタミホップ

2011 ホラムスルフロン

2012 インダジフラム

2012 d-リモネン

2013 メタゾスルフロン

2013 トプラメゾン

2013 ヘキサジノン

2013 イプフェンカルバゾン

2014 フェノキサスルホン

2014 ピロキサスルホン

2014 フルフェナセット

2016 トリアファモン

2016 ペラルゴン酸

2016 ペラルゴン酸カリウム塩

2016 メチオゾリン

2016 アミカルバゾン

2016 トルピラレート

2007年以降に日本で新たに登録された除草剤有効成分

FAMIC (https://www.acis.famic.go.jp/toroku/index.htm)


登録農薬有効成分一覧から抽出

2026年6月時点


43成分


2007-2016 / 2017-2026


ほぼ半減

11

畑作の新規除草剤の見通し

規制強化と多額の開発投資


少数の巨大多国籍企業


GM作物の占有による大市場喪失


畑作除草剤の開発は減少


日本国内の畑作市場は小さい


20世紀の“遺産”の堅持


公共財として多様な選択肢(適剤適所)の確保

新規特効薬は期待できない
12



合衆国ミズーリ州の普及資料（Weed control guide for Missouri field crops 2003）を加工した．


濃度は未確認

!

!

"!

2022 Weed Control Manual for Tennessee 

Field Crops • Forage Crops • Pastures • Farm Ponds • Harvest Aids 

PB 1580

v

Burndown Herbicides

Glyphosate Resistance

Corn

Grain Sorghum

Cotton 

5

6

12

21

27

Soybean

Tobacco

Wheat

Sunflowers

Forage & Pastures 

38

48

53

57

61

Farm Ponds

Sprayer Calibration

Grazing Restrictions 

Price List 

Herbicide Index 

75

80

87

96

104

Available online at utcrops.com and 
extension.tennessee.edu/publications

USA各州の雑草防除マニュアル

外来雑草の多くは北米の普通雑草

日本の除草剤で防除できないものが増える
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ダイズ生育期茎葉処理剤に対する主要雑草の反応

（2022年USAテネシー州資料をもとに発表者が整形）

日本既登録 組換体品種 広葉雑草対象全面茎葉処理剤


日本のダイズで未登録

Quizalofop

/ Fluazifop
Clethodim Bentazon Glyphosate Glufosinate Dicamba 2,4-D Chlorimuron

Lactofen

/Acifluorfen

Cloransulam

-methyl
Fomesafen

MoA 1 1 6 9 10 5 4 2 14 2 14

イネ科一年生 8 9 0 9 4 0 0 1 4 - 5

ヒエ類 5 9 0 7* 6 0 0 1 4 1 4

オヒシバ 6 9 0 7* 4 0 0 1 1 1 1

セイバンモロコシ（根茎） 9 7 0 6 2 0 0 1 1 0 2

セイバンモロコシ（実生） 9 9 0 8 6 0 0 1 4 2 5

ショクヨウガヤツリ 0 0 8 7 3 0 0 7 1 - 6

イチビ 0 0 9 7 6 6 8 8 3 6 4

アレチウリ 0 0 3 4 8 7 3 8 6 - 5

オオオナモミ 0 0 9 9 9 9 9 9 7 9 8

ブタクサ 0 0 5 9 9 9 8 7 7 9 7

オオブタクサ 0 0 3 6 9 9 7 5 7/6 8 7

ホオズキ類 0 0 1 6 5 7 4 2 8 - 8

ヨウシュチョウセンアサガオ 0 0 8 8 8 9 9 5 7 5 7

タデ類 0 0 8 8 7 7 6 5 7 - 7

シロザ 0 0 7 8 8 8 8 0 6/5 - 5

オオホナガアオゲイトウ 0 0 0 2 8 6 7 4 3 4 3

ホソアオゲイトウ 0 0 0 9 8 8 8 8 8 4 8

アメリカアサガオ a 0 0 2 8 9 9 9 8 8 8 8

マメアサガオ b 0 0 5 7 9 9 9 8 9 8 9

マルバアサガオ c 0 0 3 8 9 9 9 7 9 5 9

アメリカキンゴジカ 0 0 7 6 3 4 4 0 6/2 3 2

アメリカツノクサネム 0 0 0 4 9 7 9 9 9 2 9

エビスグサ 0 0 0 9 8 8 8 8 1 8 1

コニシキソウ 0 0 0 9 5 3 3 3 7 - 7

アレチアミガサソウ 0 0 2 7 9 6 8 2 9 - 9

ダイズ薬害 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 1
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畑作の新規除草剤の見通し

規制強化と多額の開発投資


少数の巨大多国籍企業


GM作物の占有による大市場喪失


畑作除草剤の開発は減少


日本国内の畑作市場は小さい


20世紀の“遺産”の堅持


公共財として多様な選択肢(適剤適所)の確保

予防・予察 と 戦略的輪作
15

改正植物防疫法

　近年、温暖化等による気候変動、人やモノの国境を越えた移

動の増加等に伴い、有害動植物の侵入・まん延リスクが高まっ

ています。他方、化学農薬の低減等による環境負荷低減が国際

的な課題となっていることに加え、国内では化学農薬に依存し

た防除により薬剤抵抗性が発達した有害動植物が発生するな

ど、発生の予防を含めた防除の普及等を図っていくことが急務

となっています。また、農林水産物・食品の輸出促進に取り組

む中で、植物防疫官の輸出検査業務も増加するなど、植物防疫

をめぐる状況は複雑化しています。 

　このような状況を踏まえ、有害動植物の国内外における発生

の状況に対応して植物防疫を的確に実施するため、植物防疫法

の一部を改正する法律案を第208回国会に提出し、令和4年4月

22日に成立、5月2日に公布されました。

農林水産省消費安全局植物防疫課


https://www.maff.go.jp/j/syouan/shokukaisei.html

第208回 通常国会 2022年（令和4年）1月17日〜6月15日
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植物防疫制度に関する現状・課題と改正内容①

2

現状・課題：
海外からの病害虫の侵入リスクの高まり 改正内容：輸入検疫の対象・権限を強化

○ 温暖化等の気候変動、人やモノの移動の増加
により、諸外国からの病害虫の侵入リスクが増加。

○ 現在、植物防疫官は、旅客等の携帯品に輸
入禁止品等が含まれている疑いが強い場合であっ
ても、旅客の申し出がない限り検査等を実施する
ことができない。

② 中古農機等の検査対象化
• 土等の付着リスクが高い中古農機等の物品について、国際基
準を踏まえ、輸入検疫の対象とできるよう措置（輸出検疫、国
内検疫等でも同様に措置） 。

① 植物防疫官の検査権限の強化
入国旅客の携帯品に対する植物防疫官の検査権限を強化し、
入国旅客からの申し出がない場合であっても、必要に応じて質問や
携帯品の検査を行える権限を付与（輸出検疫でも同様に措置）。

③ 検疫有害動植物・有害植物の定義の見直し
国際基準と整合するように、
• 検疫有害動植物の定義を、法に基づく駆除又はまん延防
止のための措置がとられているものとするとともに、
• 有害植物の定義に雑草を追加し、輸入検疫、国内検疫及
び国内防除の対象とできるよう措置。

○ 近年、植物以外の物品を介した病害虫の侵
入リスクが国際的に指摘されているものの、現在、
物品を対象とした検査を実施することができない。

○ 国際植物防疫条約に基づく各種の国際基準の
策定が進展しており、国際基準に整合した対応が
必要。

イチジクに食入した
チチュウカイミバエの幼虫

（件） （千人）
輸入禁止品件数及び訪日外国人数

資料：輸入禁止品件数：植物検疫統計
訪日外国人数：日本政府観光局

※上記のほか、以下の改正事項を措置。
• 輸入検疫に関する違反や法人による違反に対する罰則の強化（輸出検疫でも同様に措置）。
• 産地や有識者への意見聴取を確保しつつ、パブリック・コメントと機能が重複する公聴会制度を廃止
（輸出検疫及び国内検疫でも同様に措置） 。

• 輸入検査を、海空港に加えて内陸部でも行うことができるよう措置。
• 輸入検査で発見された病害虫等の輸入禁止品を試験研究に利用できるよう措置。

※併せて、植物防疫官が行う立入検査の対象に土や農機具
等の物品を追加。

植物防疫法の改正について・参考資料PDF
https://www.maff.go.jp/j/syouan/shokukaisei.html
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植物防疫制度に関する現状・課題と改正内容③

4

現状・課題：
農薬だけに頼らない防除が必要 改正内容：「総合防除」を推進する仕組みを構築

② 「総合防除」を推進するための基本指針、計画の策定
• 指定有害動植物の防除に関し、農林水産大臣が基本指針を、都道府
県知事が基本指針を踏まえた計画を定める。
• また、都道府県知事は、当該計画において、農業者が遵守すべき事項を
定めることができるよう措置。

○ 化学農薬のみに依存しない、発生予防を中心とした「総合防除」を推進
する仕組みの構築○ 温暖化等により病害虫の発生地域が拡大

し、発生量も増加。農薬のみに依存した防除
では限界がある。

○ 「みどりの食料システム戦略」（2021年５
月）において「2050年までに化学農薬使用
量（リスク換算）の50％低減」の目標を設
定。農薬だけに頼らない総合的な防除の確
立・普及が重要。

○ 過度に農薬に依存した防除により病害虫の
薬剤耐性が発達。農薬のみに依存したのでは、
いずれ防除に困難をきたすおそれ。

成貝

リンゴ黒星病※

卵塊

※写真は山形県HPより引用

項目 作成者 内容

基本指針 農林水産大臣 総合的な防除を推進するための基本的な指針

計画 都道府県知事 地域の実情に応じた総合的な防除の実施に関する計画
（農業者が遵守すべき事項を定めることができる）

③ ②の遵守事項を踏まえた防除指導、勧告、命令
• 都道府県知事は、遵守事項を定めた場合、農業者に対し、遵守事項
に即した必要な助言・指導を行うとともに、遵守事項に即した防除が行わ
れず、農作物に重大な損害を与えるおそれのある場合に、必要に応じ、農
業者に対し勧告・命令を行うことができるよう措置。

上記のほか、以下の改正事項を措置。
• 総合防除の対象にできるよう、指定有害動植物の対象に、現在、国内における分布が局
地的でないものに加え、分布が局地的でなくなるおそれがあるものも追加。

（リスク換算とは、毒性の低い農薬に切り替えた場合、使用量
を低く換算し、より毒性の低い農薬に誘導する考え方）

• ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ（ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀﾆｼ）
の発生地域が33府県まで拡大
し、発生量も増加

• 2015年頃からリンゴ黒星病の
基幹防除剤であるＤＭＩ剤への
耐性菌が発生

病害虫 性質 予防策の内容

ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀﾆｼ 耐寒性が低い 冬期の耕うん・水路の泥上げ等

リンゴ黒星病 被害落葉で越冬 春先の越冬落葉のほ場外への持ち出し等

① 「総合防除」の考え方
• 従来のような発生後の防除のみならず、病害虫の性質に応じた予防策を
平時から導入し、発生しにくい生産条件を整備する。

植物防疫法の改正について・参考資料PDF
https://www.maff.go.jp/j/syouan/shokukaisei.html
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2024年８月


全国初の“雑草特殊報”

令和６年度病害虫発生予察情報 特殊報第１号 

－ナガエツルノゲイトウの初確認について－ 

水田・水路等を点検し侵入・定着を防ぎましょう！ 
令 和 6 年 8 月 8 日 

                           発表：福島県病害虫防除所 

１ 雑草名：ナガエツルノゲイトウ（ヒユ科） 

２ 学 名：Alternanthera philoxeroides (Mart.) Griseb. 

３ 発生経過 

ナガエツルノゲイトウは、生態系や農業への悪影響を及ぼすおそれがあり、特定外来生物による

生態系等に係る被害の防止に関する法律（以下、「外来生物法」という）に基づき、「特定外来生物」

に指定されている。本種は、平成元年兵庫県尼崎市で初めて国内における定着が確認され、令和 5年

3月現在、関東地方以西から南西諸島にかけて発生が確認されている。 

令和 6年 6月に福島県いわき市で本種と疑われる雑草の発生が確認され、国立研究開発法人農業・

食品産業技術総合研究機構に同定を依頼したところ、本県未確認のナガエツルノゲイトウであるこ

とが 8 月 6 日に判明した（写真１、写真 2）。本種の発生状況を調査した結果、定着地域はごく一部

の地域に限られており、現在のところ広域的な広がりは確認されていない。 

４ 形  態 

(１)葉は節から 1対の葉が付く。葉の長さは 2.5～5cm、葉の幅は 0.7～2cm で、葉の先端はややとがる

（写真 1、図 1）。 

(２)茎は空洞（ストロー状）で、節に短い毛が生える。茎の表面はなめらかである（図 1）。 

(３)葉の付け根から花柄を伸ばし、その先に白い小さな花を球状につける。花柄の長さは約 1～4cm、

球状花序直径は約 1～1.5cm である（写真 1、図 1）。 

５ 生態と被害 

(１) 本種は南米原産の多年草である。開花期は 4～10 月だが、暖地では１年中開花することもある。

国内の系統は種子を付けず、茎や根で増殖する。 

(２)茎の再生力が強く、数センチの断片から容易に発根して増殖する。 

(３)茎は千切れやすく水に浮き、断片が用水・河川を介して運ばれるため拡散しやすい。 

(４)直根は土中で 50cm 以上伸び、根断片からも再生する。 

(５)水陸両生で、畦畔や畑地にも侵入する。 

(６)水田や畑で繁殖すると、作物との競合による収穫量の減少や農業機械の作業性の低下をもたらす。 

(７) 河川や池で大群落となり、水面をマット状に覆う。水路を塞ぎ、取水・排水の障害になることがある。 

管内への周知，啓発には最適

予防
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2025年12月、４例目
予防

病害虫発生予察情報 

 

                                    

 

 

令和７年 12月 1日 

群馬県農業技術センター（病害虫防除所） 

土壌・病害虫部発生予察係 

TEL 0270-62-1059  FAX 0270-20-8016 

 

令和７年度 病害虫発生予察特殊報 第２号 

対象雑草名 ： ナガエツルノゲイトウ 
Alternanthera philoxeroides 

 

群馬県において、ナガエツルノゲイトウが初めて確認されました。 

          ＊ 特殊報とは、新たな病害虫を発見した場合及び重要な病害虫の発生消長に特異な 

          現象が認められた場合に発表する情報です。 
 

 ＜＜注意事項＞＞ 

  ナガエツルノゲイトウは特定外来生物に指定されており、保管、運搬等が禁止されています。 
 

１ 特殊報の内容                      

（１）対象雑草名 ：  ナガエツルノゲイトウ 

（２）学   名  ：  Alternanthera philoxeroides  

（３）発 生 地 目 ：  水田  

（４）発 生 地  ：  館林市 
                                           

２ 発生概況                        

（１）確認経過 

令和７年 11月６日、館林市の水田畦畔において、本県未確認のナガエツルノゲイトウと疑

われる植物が発見されました（写真 1～３）。国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構に確認を依頼したところ、令和７年 12月１日にナガエツルノゲイトウであることが確

定されました。 

（２）国内の発生状況 1) 2) 

   ナガエツルノゲイトウは、平成元年に兵庫県で国内初確認されて以降、令和７年 11月まで

に 30都府県で確認されています。 

関東地方では、茨城県、埼玉県、東京都、神奈川県、千葉県で発生が確認されています。

（順不同） 
 

３  生態 3) 4)                        

（１）本種は南米原産のヒユ科の多年生雑草で、４～10月に開花します。 

（２）国内の系統は種子を付けず、節を含む「茎」の断片や「根」の断片から栄養繁殖により増

殖します。 

（３）「茎」の再生力が強く、節を含む数 cmの断片から容易に発根して増殖します。 

   「茎」はちぎれやすく水に浮き、節を含む断片が用水・河川を介して運ばれ、容易に拡散

します。 

（４）「根」が残存するとそこから再生します。さらに、「根」の断片からも再生可能です。 

「根」は直根で、土中で 50cm以上伸びます。 

（５）水田及び水田畦畔だけでなく、河川、ため池及びそれらの法面、畑地や道路の法面の陸地

でも生育し、大群落となることがあります。 

（６）霜が降りる地域では地上部は枯れますが、土中の「根」は越冬します。 
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病害虫・雑草防除の重要性


必要性の高まり

「国内での病害⾍・雑草防除をめぐる状況」 
令和７年10⽉27⽇ 農林⽔産省消費・安全局植物防疫課

雑草の分布拡大 / 畦畔等での抵抗性雑草 / 規模拡大・初期防除不足


“除草剤の選択肢不足”

①病害虫防除をめぐる状況の変化

 都道府県に対し、防除が難しい病害虫とその理由をアンケートを実施。

 防除が難しい主な理由には、気候変動、薬剤抵抗性の発達が多くあげられる。
 その他に適期防除が困難、耕種的防除の不徹底があげられたが、これらの理由は農業従事者
の高齢化・減少化、経営規模の拡大による作業競合も一因と考えられる。

害虫 防除が難しい主な理由

●アザミウマ類、コナジラミ類、
ハダニ類

薬剤抵抗性の発達、気候変動、ウイルス媒介（アザミウマ類、コナジラミ
類）

●果樹カメムシ類 農薬散布適期の判断が困難、発生時期や飛来量の年次／地域変動が大きい、
冬期越冬個体数の増加、園地外が発生源

●イネカメムシ 栽培体系の多様化等による優占種の変遷、生態解明が必要、
他の斑点米カメムシ類と防除適期が異なる

●斑点米カメムシ類
（イネカメムシ以外） 気候変動による冬期越冬個体数の増加、耕作放棄地の増加、適期防除が困難

●スクミリンゴガイ 冬期越冬個体数の増加、繁殖力の高さ、耕種的防除の不徹底

●カイガラムシ類（主に果樹・茶） 有効な農薬が少ない、薬剤抵抗性の発達

●ハスモンヨトウ、オオタバコガ、
シロイチモジヨトウ等 気候変動に伴う発生時期の変化・発生量の増加、薬剤抵抗性の発達

注）記載順は防除の困難さの優劣を示すものではない。また、記載事例及び要因は、都道府県への聞き取りに基づく一例である。 8
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②気候変動の影響～病害虫の発生状況の変化～

 2024年の日本の平均気温の基準値（1991～2020年の30年平均値）からの偏差は＋1.48℃で、
1898年の統計開始以降、2023年を上回り最も高い値となった。

 日本の年平均気温は、様々な変動を繰り返しながら上昇しており、特に1990年代以降、高温
となる年が頻出。

 温暖化等の気候変動により、国内での病害虫・雑草の発生地域の拡大、発生量の増加、発生時
期の早期化及び終息時期の遅延による、被害の顕在化が懸念される。

（引⽤）農林水産分野における気候変動への適応に関する取組（令和７年２月）
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/kikohendo_tekio_all.pdf 9（引⽤）気象庁HP 日本の年平均気温

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html

■日本の年平均気温偏差 ■１時間降水量50mm以上の年間発生回数

「国内での病害⾍・雑草防除をめぐる状況」 
令和７年10⽉27⽇ 農林⽔産省消費・安全局植物防疫課

雑草の分布拡大：外来アサガオ類の分布・被害拡大


多くの雑草は年１世代、一部雑草で複数世代


増殖率↑
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「国内での病害⾍・雑草防除をめぐる状況」 
令和７年10⽉27⽇ 農林⽔産省消費・安全局植物防疫課

多くの雑草は年１世代、病害虫に比べて抵抗性問題少ない


水稲作：SU在抵抗性雑草


抵抗性ヒエ類：実態把握が必要


畑作：麦作の抵抗性イネ科雑草2000年代→代替剤の普及


畦畔等緑地：グリホサート抵抗性（ネズミムギ、オヒシバ、

オオアレチノギク等）

③化学農薬に依存した防除の影響～薬剤抵抗性の発達～

 化学合成農薬に対する薬剤抵抗性を獲得した病害虫・雑草の発生により、農作物被害が発生。
 薬剤抵抗性に関する調査体制の整備、耕種的対策・物理的防除・生物的防除を活⽤した総合
防除体系の確立などが必要。

 植物防疫課では、各都道府県による薬剤感受性検定の実施状況を毎年取りまとめ情報共有を
実施。
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■平成22年度以降の検定実施件数

殺虫剤 殺菌剤
品目数 病害虫数

H22年度 29 40
H23年度 27 37
H24年度 26 41
H25年度 34 52
H26年度 33 45
H27年度 27 33
H28年度 29 36
H29年度 33 41
H30年度 30 38
R1年度 38 41
R2年度 34 54
R3年度 29 57
R4年度 36 59

■平成22年度以降の検定実施内容

10
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「国内での病害⾍・雑草防除をめぐる状況」 
令和７年10⽉27⽇ 農林⽔産省消費・安全局植物防疫課

雑草も同様


侵入初期の手取、畦畔、休耕地等、周辺緑地からの侵入増大

④農業者従事者の減少等～適期防除の困難化～

 農業従事者の減少・高齢化等により、土づくり等の病害虫が発生しにくい環境づくりや、
適時・適切な防除の実施が困難となっており、農作物被害の拡大が懸念。

 法人化や平均経営耕地面積の増大に伴い、ほ場の見回りによる病害虫の発生状況の観察が不十分。
 予防・判断・防除の考え方に基づく総合防除の普及及び定着を通じて、基本的な取組の実践を徹底
することが必要。

■ 年齢別の基幹的農業従事者数■ 基幹的農業従事者数と平均年齢

（参考及び引⽤）令和５年度食料・農業・農村白書
https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/r5/index.html 11
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「国内での病害⾍・雑草防除をめぐる状況」 
令和７年10⽉27⽇ 農林⽔産省消費・安全局植物防疫課

雑草防除（特に水田輪作・転作作物）における


「予防・予察」とは？


化学農薬のみに依存しない


←そもそも化学農薬の選択肢が不十分

⑤総合防除の普及

 様々な状況の変化により、病害虫防除が年々、難しくなる中で、持続的かつ効果的な防
除を進めるため、化学農薬のみに依存しない、「予防・予察」に重点を置いた総合
防除を普及する必要。

 令和４年に植物防疫法を一部改正し、国が総合防除を推進するための基本的な指針（総合防除基本
指針）を策定し、都道府県が地域の実情に応じた総合防除の実施に関する計画（総合防除計画）を
策定する枠組みを新たに創設。

 更に、令和７年９月に、総合防除基本指針を補完する「総合防除実践ガイドライン」を公表。

12
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総合防除計画における


雑草の位置づけ

総合防除実践ガイドライン ＜概要＞ 
農林⽔産省消費・安全局植物防疫課

指導者を活⽤しつつ、農業者へ、よりわかりやすく、使いやすい形で総合防除を普及

総合防除実践ガイドライン ＜概要＞
〜「予防・予察」に重点を置いた病害⾍・雑草管理のメリットを明確化することによる現場への浸透〜

● 病害⾍・雑草への対応が年々難しくなる中で、病
害⾍・雑草が発⽣及び増加しづらい⽣産環境を整え、
持続的かつ効果的な防除を適時適切に実施し、病害
⾍・雑草のまん延防⽌及び農作物への損害の発⽣を
軽減することが必要。

● 農業⽣産活動において、防除を効率的かつ効果的
に⾏うため総合防除の実践が基本かつ不可⽋なもの
として、全ての関係者の意識を⾼め、地域の実情に
応じた防除体系への転換を図る。

● ⾷料の安定的な供給が確保されるよう、農業⽣産
の増⼤及び農業の持続的な発展を図る。

◆温暖化等の気候変動 ◆薬剤抵抗性の発達 ◆農業構造の転換
総合防除実践の必要性及び⽬的病害⾍・雑草防除の現状及び課題

基本的な実践体系及び具体的⽅向性

総合防除実践指標

●３つの段階を組み合わせ、各段階で利⽤可能な選択肢の中から、
経済性を考慮しつつ、最も合理的な組み合わせとなるよう適時に
適切な⽅法を選択・実施（必ずしも⼀⽅的なものではない）。

・発⽣量増加、分布域拡⼤、
発⽣時期の早期化及び終息
時期の遅延への対応が必要

・⽣産現場で使⽤可能な農薬
の組合せや防除体系の⾒直
し、多様な防除措置の実践
が必要

（例）DMI剤耐性リンゴ⿊星病（左）、
ストレプトマイシン耐性モモせん孔細菌病（右）

（例）
果樹カメムシ類（左）、
イネカメムシ（右）

・農業者の減少・⾼齢化、
経営規模の拡⼤等に対
応する防除の在り⽅の
検討が必要

（例）農業経営体数、経営⾯積の
すう勢（主な耕種農業での試算）

【⾷料・農業・農村基本計画KPI（2030年度】︓総合防除実践指標策定数、470件

● 総合防除に関する理解を促し、その考え⽅及び実践に必要な内容を正しく⽣産現場に反映させることが
できるよう、また、総合防除を実践する農業者⾃⾝⼜は防除指導や伴⾛⽀援に携わる関係者が、⾃らの
実践状況や地域での普及状況の確認及び点検を連続的に⾏うことができるよう、予防・判断・防除に係
る具体的な取組内容を⽰す総合防除実践指標の策定（都道府県等）を推進

防除指導者及び地域リーダーの
育成・伴⾛⽀援体制の整備

農業構造転換の⽅向性を踏まえた
新たな技術開発等

メリットの明確化

都道府県間の連携及び地域全体
での総合防除の実践

農業者による「予防」・「予察」の意識的実践の促進

－防除指導者の育成等
－農業⽀援サービス事業者の育成活⽤
－リーダー的農業者の育成
－伴⾛⽀援体制等の構築

－地域単位での発⽣状況等の把握
－都道府県域を超えた発⽣情報の適時
共有体制の強化

－広域型総合防除体制の検討

－薬剤抵抗性の管理及び対応
－防除の効率化・省⼒化・コスト削減
－産地ニーズに対応した安定⽣産等

－効果的・低コスト・省⼒的かつ持続
的な総合防除の実践に資する技術開
発（⽣産⼒の向上と持続性の両⽴）

総合防除実践指標モデルの充実
主要作物別*に総合防除実践指標
モデルを作成（国）
*︓⽔稲、りんご、施設トマト、

施設いちご、⼤⾖、茶等
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総合防除実践ガイドライン ＜概要＞ 
農林⽔産省消費・安全局植物防疫課

指導者を活⽤しつつ、農業者へ、よりわかりやすく、使いやすい形で総合防除を普及

総合防除実践ガイドライン ＜概要＞
〜「予防・予察」に重点を置いた病害⾍・雑草管理のメリットを明確化することによる現場への浸透〜

● 病害⾍・雑草への対応が年々難しくなる中で、病
害⾍・雑草が発⽣及び増加しづらい⽣産環境を整え、
持続的かつ効果的な防除を適時適切に実施し、病害
⾍・雑草のまん延防⽌及び農作物への損害の発⽣を
軽減することが必要。

● 農業⽣産活動において、防除を効率的かつ効果的
に⾏うため総合防除の実践が基本かつ不可⽋なもの
として、全ての関係者の意識を⾼め、地域の実情に
応じた防除体系への転換を図る。

● ⾷料の安定的な供給が確保されるよう、農業⽣産
の増⼤及び農業の持続的な発展を図る。

◆温暖化等の気候変動 ◆薬剤抵抗性の発達 ◆農業構造の転換
総合防除実践の必要性及び⽬的病害⾍・雑草防除の現状及び課題

基本的な実践体系及び具体的⽅向性

総合防除実践指標

●３つの段階を組み合わせ、各段階で利⽤可能な選択肢の中から、
経済性を考慮しつつ、最も合理的な組み合わせとなるよう適時に
適切な⽅法を選択・実施（必ずしも⼀⽅的なものではない）。

・発⽣量増加、分布域拡⼤、
発⽣時期の早期化及び終息
時期の遅延への対応が必要

・⽣産現場で使⽤可能な農薬
の組合せや防除体系の⾒直
し、多様な防除措置の実践
が必要

（例）DMI剤耐性リンゴ⿊星病（左）、
ストレプトマイシン耐性モモせん孔細菌病（右）

（例）
果樹カメムシ類（左）、
イネカメムシ（右）

・農業者の減少・⾼齢化、
経営規模の拡⼤等に対
応する防除の在り⽅の
検討が必要

（例）農業経営体数、経営⾯積の
すう勢（主な耕種農業での試算）

【⾷料・農業・農村基本計画KPI（2030年度】︓総合防除実践指標策定数、470件

● 総合防除に関する理解を促し、その考え⽅及び実践に必要な内容を正しく⽣産現場に反映させることが
できるよう、また、総合防除を実践する農業者⾃⾝⼜は防除指導や伴⾛⽀援に携わる関係者が、⾃らの
実践状況や地域での普及状況の確認及び点検を連続的に⾏うことができるよう、予防・判断・防除に係
る具体的な取組内容を⽰す総合防除実践指標の策定（都道府県等）を推進

防除指導者及び地域リーダーの
育成・伴⾛⽀援体制の整備

農業構造転換の⽅向性を踏まえた
新たな技術開発等

メリットの明確化

都道府県間の連携及び地域全体
での総合防除の実践

農業者による「予防」・「予察」の意識的実践の促進

－防除指導者の育成等
－農業⽀援サービス事業者の育成活⽤
－リーダー的農業者の育成
－伴⾛⽀援体制等の構築

－地域単位での発⽣状況等の把握
－都道府県域を超えた発⽣情報の適時
共有体制の強化

－広域型総合防除体制の検討

－薬剤抵抗性の管理及び対応
－防除の効率化・省⼒化・コスト削減
－産地ニーズに対応した安定⽣産等

－効果的・低コスト・省⼒的かつ持続
的な総合防除の実践に資する技術開
発（⽣産⼒の向上と持続性の両⽴）

総合防除実践指標モデルの充実
主要作物別*に総合防除実践指標
モデルを作成（国）
*︓⽔稲、りんご、施設トマト、

施設いちご、⼤⾖、茶等

雑草の“予防”


・堆肥：侵入源となる場合も


・緑肥：不作付期の雑草繁茂防止


・均一な播種床


→除草剤の効果安定


・周辺管理による侵入防止


・輪作

・間作/混作


（土地利用型では困難）


・化学農薬による体系防除


・拡散防止：機械等による移動
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総合防除実践ガイドライン ＜概要＞ 
農林⽔産省消費・安全局植物防疫課

雑草の“診断”


・過去の発生動向の把握


周辺の侵入・定着情報


・初期侵入の除去


・要否、組み合わせの判断


剤×草種の対応表


・技術情報の提供

（地域レベル）

指導者を活⽤しつつ、農業者へ、よりわかりやすく、使いやすい形で総合防除を普及

総合防除実践ガイドライン ＜概要＞
〜「予防・予察」に重点を置いた病害⾍・雑草管理のメリットを明確化することによる現場への浸透〜

● 病害⾍・雑草への対応が年々難しくなる中で、病
害⾍・雑草が発⽣及び増加しづらい⽣産環境を整え、
持続的かつ効果的な防除を適時適切に実施し、病害
⾍・雑草のまん延防⽌及び農作物への損害の発⽣を
軽減することが必要。

● 農業⽣産活動において、防除を効率的かつ効果的
に⾏うため総合防除の実践が基本かつ不可⽋なもの
として、全ての関係者の意識を⾼め、地域の実情に
応じた防除体系への転換を図る。

● ⾷料の安定的な供給が確保されるよう、農業⽣産
の増⼤及び農業の持続的な発展を図る。

◆温暖化等の気候変動 ◆薬剤抵抗性の発達 ◆農業構造の転換
総合防除実践の必要性及び⽬的病害⾍・雑草防除の現状及び課題

基本的な実践体系及び具体的⽅向性

総合防除実践指標

●３つの段階を組み合わせ、各段階で利⽤可能な選択肢の中から、
経済性を考慮しつつ、最も合理的な組み合わせとなるよう適時に
適切な⽅法を選択・実施（必ずしも⼀⽅的なものではない）。

・発⽣量増加、分布域拡⼤、
発⽣時期の早期化及び終息
時期の遅延への対応が必要

・⽣産現場で使⽤可能な農薬
の組合せや防除体系の⾒直
し、多様な防除措置の実践
が必要

（例）DMI剤耐性リンゴ⿊星病（左）、
ストレプトマイシン耐性モモせん孔細菌病（右）

（例）
果樹カメムシ類（左）、
イネカメムシ（右）

・農業者の減少・⾼齢化、
経営規模の拡⼤等に対
応する防除の在り⽅の
検討が必要

（例）農業経営体数、経営⾯積の
すう勢（主な耕種農業での試算）

【⾷料・農業・農村基本計画KPI（2030年度】︓総合防除実践指標策定数、470件

● 総合防除に関する理解を促し、その考え⽅及び実践に必要な内容を正しく⽣産現場に反映させることが
できるよう、また、総合防除を実践する農業者⾃⾝⼜は防除指導や伴⾛⽀援に携わる関係者が、⾃らの
実践状況や地域での普及状況の確認及び点検を連続的に⾏うことができるよう、予防・判断・防除に係
る具体的な取組内容を⽰す総合防除実践指標の策定（都道府県等）を推進

防除指導者及び地域リーダーの
育成・伴⾛⽀援体制の整備

農業構造転換の⽅向性を踏まえた
新たな技術開発等

メリットの明確化

都道府県間の連携及び地域全体
での総合防除の実践

農業者による「予防」・「予察」の意識的実践の促進

－防除指導者の育成等
－農業⽀援サービス事業者の育成活⽤
－リーダー的農業者の育成
－伴⾛⽀援体制等の構築

－地域単位での発⽣状況等の把握
－都道府県域を超えた発⽣情報の適時
共有体制の強化

－広域型総合防除体制の検討

－薬剤抵抗性の管理及び対応
－防除の効率化・省⼒化・コスト削減
－産地ニーズに対応した安定⽣産等

－効果的・低コスト・省⼒的かつ持続
的な総合防除の実践に資する技術開
発（⽣産⼒の向上と持続性の両⽴）

総合防除実践指標モデルの充実
主要作物別*に総合防除実践指標
モデルを作成（国）
*︓⽔稲、りんご、施設トマト、

施設いちご、⼤⾖、茶等
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総合防除実践ガイドライン ＜概要＞ 
農林⽔産省消費・安全局植物防疫課

雑草防除の措置


物理的防除≒抜き取り


収穫前ー＞翌年の予防


生物的防除：ほぼ無


化学農薬の使用時期


自由度低い


ピンポイント防除


将来の課題

指導者を活⽤しつつ、農業者へ、よりわかりやすく、使いやすい形で総合防除を普及

総合防除実践ガイドライン ＜概要＞
〜「予防・予察」に重点を置いた病害⾍・雑草管理のメリットを明確化することによる現場への浸透〜

● 病害⾍・雑草への対応が年々難しくなる中で、病
害⾍・雑草が発⽣及び増加しづらい⽣産環境を整え、
持続的かつ効果的な防除を適時適切に実施し、病害
⾍・雑草のまん延防⽌及び農作物への損害の発⽣を
軽減することが必要。

● 農業⽣産活動において、防除を効率的かつ効果的
に⾏うため総合防除の実践が基本かつ不可⽋なもの
として、全ての関係者の意識を⾼め、地域の実情に
応じた防除体系への転換を図る。

● ⾷料の安定的な供給が確保されるよう、農業⽣産
の増⼤及び農業の持続的な発展を図る。

◆温暖化等の気候変動 ◆薬剤抵抗性の発達 ◆農業構造の転換
総合防除実践の必要性及び⽬的病害⾍・雑草防除の現状及び課題

基本的な実践体系及び具体的⽅向性

総合防除実践指標

●３つの段階を組み合わせ、各段階で利⽤可能な選択肢の中から、
経済性を考慮しつつ、最も合理的な組み合わせとなるよう適時に
適切な⽅法を選択・実施（必ずしも⼀⽅的なものではない）。

・発⽣量増加、分布域拡⼤、
発⽣時期の早期化及び終息
時期の遅延への対応が必要

・⽣産現場で使⽤可能な農薬
の組合せや防除体系の⾒直
し、多様な防除措置の実践
が必要

（例）DMI剤耐性リンゴ⿊星病（左）、
ストレプトマイシン耐性モモせん孔細菌病（右）

（例）
果樹カメムシ類（左）、
イネカメムシ（右）

・農業者の減少・⾼齢化、
経営規模の拡⼤等に対
応する防除の在り⽅の
検討が必要

（例）農業経営体数、経営⾯積の
すう勢（主な耕種農業での試算）

【⾷料・農業・農村基本計画KPI（2030年度】︓総合防除実践指標策定数、470件

● 総合防除に関する理解を促し、その考え⽅及び実践に必要な内容を正しく⽣産現場に反映させることが
できるよう、また、総合防除を実践する農業者⾃⾝⼜は防除指導や伴⾛⽀援に携わる関係者が、⾃らの
実践状況や地域での普及状況の確認及び点検を連続的に⾏うことができるよう、予防・判断・防除に係
る具体的な取組内容を⽰す総合防除実践指標の策定（都道府県等）を推進

防除指導者及び地域リーダーの
育成・伴⾛⽀援体制の整備

農業構造転換の⽅向性を踏まえた
新たな技術開発等

メリットの明確化

都道府県間の連携及び地域全体
での総合防除の実践

農業者による「予防」・「予察」の意識的実践の促進

－防除指導者の育成等
－農業⽀援サービス事業者の育成活⽤
－リーダー的農業者の育成
－伴⾛⽀援体制等の構築

－地域単位での発⽣状況等の把握
－都道府県域を超えた発⽣情報の適時
共有体制の強化

－広域型総合防除体制の検討

－薬剤抵抗性の管理及び対応
－防除の効率化・省⼒化・コスト削減
－産地ニーズに対応した安定⽣産等

－効果的・低コスト・省⼒的かつ持続
的な総合防除の実践に資する技術開
発（⽣産⼒の向上と持続性の両⽴）

総合防除実践指標モデルの充実
主要作物別*に総合防除実践指標
モデルを作成（国）
*︓⽔稲、りんご、施設トマト、

施設いちご、⼤⾖、茶等
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総合防除計画への雑草の組み込み

まだ少数

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨城県総合防除計画 
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茨城県総合防除計画 
令和５年５月 24日策定 

令和５年５月 24日公表 

令和６年７月 29日改訂 

 

 

茨城県農林水産部農業技術課 

〒310‐8555 茨城県水戸市笠原町 978番 6 

TEL 029-301-3894 

6 
 

トマト アザミウマ類、アブラムシ類、コナジラミ類、うどん

こ病、疫病、黄化葉巻病、すすかび病、灰色かび病、

葉かび病 

なす アザミウマ類、アブラムシ類、ハダニ類、うどんこ

病、すすかび病、灰色かび病 

にんじん 黒葉枯病 

ねぎ アザミウマ類、アブラムシ類、ネギコガ、ネギハモグ

リバエ、黒斑病、さび病、べと病 

はくさい アブラムシ類 

はす ハスクビレアブラムシ 

ピーマン アブラムシ類、うどんこ病 

ほうれんそう アブラムシ類 

レタス アブラムシ類、菌核病、灰色かび病 

いも類 サツマイモ ナカジロシタバ、基腐病 

さといも アブラムシ類 

ながいも アブラムシ類 

ジャガイモ アブラムシ類、ジャガイモシストセンチュウ、疫病 

豆類 えんどう 萎ちょう病 

だいず アブラムシ類、吸実性カメムシ類、フタスジヒメハム

シ、マメシンクイガ、紫斑病 

茶 ちゃ アザミウマ類、カイガラムシ類、チャトゲコナジラ

ミ、チャノホソガ、チャノミドリヒメヨコバイ、ハダ

ニ類、ハマキムシ類、炭疽病 

花き きく アザミウマ類、アブラムシ類、ハダニ類、白さび病 

 

５ 総合防除を定める指定病害虫以外の病害虫および雑草 

 下記の病害虫及び雑草の総合防除を定める。 

（別表１－２） 

分類 寄主植物または宿主植物 病害虫 

いね いね 雑草イネ、ナガエツルノゲイトウ 

野菜 施設栽培の野菜 微小害虫（アザミウマ類、コナジラミ類、ハダニ類） 

ピーマン アザミウマ類、モザイク病、黄化えそ病 

はす 

 

レンコンネモグリセンチュウ（黒皮症）、 

スクミリンゴガイ 

ねぎ 軟腐病 

総合防除計画中の“雑草”：多くは病害虫の生息地管理
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千葉県総合防除計画 

令和６年３月27日策定 

千 葉 県 

 

千葉市中央区市場町１－１ 

農林水産部安全農業推進課 

（組織変更により４月１日から 

  環境農業推進課に変わります） 

TEL 043-223-2888 

総合防除計画への雑草の組み込み

まだ少数

総合防除計画中の“雑草”：多くは病害虫の生息地管理

14 

 

４ ナガエツルノゲイトウ等（指定有害植物ではない）の防除について 

 河川・用水路を介して、特定外来生物である「ナガエツルノゲイトウ」の発生区域が 

拡大しているため、県は本種の判別方法や、水田・畦畔での防除方法について、農業者に

周知する。 

 また、県内で発生が確認されている特定外来生物の「オオバナミズキンバイ」、「オオ

フサモ」についても発生区域の拡大を防止するため、本種の判別方法について農業者へ

の周知を図る。（予防に関する措置等はナガエツルノゲイトウに凖じる。） 

（予防に関する措置） 

・用水路、水田の水口付近や畦畔を見回り、早期発見・早期防除に努める。 

・農業用機械に付着した断片が他の場所で増殖することもあるので、発生が確認された

ほ場の作業は最後に行い、農業用機械をよく洗浄するなど注意する。 

・未侵入水田では水口（給水栓等）に網を設置し、茎葉の流入を防ぐ。 

（判断、防除に関する措置） 

・刈払機などで除草すると茎葉の断片が水田内や排水路など周囲に飛散して再生して 

しまうため、周囲への拡散を防止する。 

・早期に発見し、生長初期、群落規模が小さいうちに、断片を残さないよう丁寧に取り 

除く。取り除いた断片等は放置せず（生体の運搬は禁止）ビニールシートで包み、蒸し

込み、完全に枯死させ、再生を防ぐ。 

 

【参考】https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/nagaetsurunogeitou.html 

(安全農業推進課ホームページ） 
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指定有害動植物には雑草は未指定

ホーム > 消費・安全 > 病害⾍防除に関する情報 > 指定有害動植物について

更新⽇：令和5年4⽉1⽇

担当：消費・安全局植物防疫課国内防除第2班

指定有害動植物について

植物防疫法においては、「有害動物⼜は有害植物であつて、国内における分布が局地的でなく、⼜は局地的でなくなるおそれが
あり、かつ、急激にまん延して農作物に重⼤な損害を与える傾向があるため、その防除につき特別の対策を要するもの」（第22
条）について、農林⽔産⼤⾂が「指定有害動植物」として指定し、国による発⽣予察事業の実施等の対策を講じることにより、
その総合防除を推進することとしています。

指定有害動植物（157種類）

寄主植物⼜は宿主植物 有害動物⼜は有害植物
有害動物
アスパラガス アザミウマ類
いちご アザミウマ類、アブラムシ類、コナジラミ類及びハダニ類

いね
イネドロオイムシ、イネミズゾウムシ、コブノメイガ、スクミリンゴガイ、セジロウン
カ、ツマグロヨコバイ、トビイロウンカ、ニカメイガ、斑点⽶カメムシ類、ヒメトビウ
ンカ及びフタオビコヤガ

おうとう ハダニ類
かき アザミウマ類、カイガラムシ類、カキノヘタムシガ及びハマキムシ類
かんきつ アザミウマ類、アブラムシ類、ハダニ類、ミカンサビダニ及びミカンバエ
きく アザミウマ類、アブラムシ類及びハダニ類
キャベツ アブラムシ類及びモンシロチョウ
きゆうり アザミウマ類、アブラムシ類、コナジラミ類及びハダニ類
さつまいも ナカジロシタバ
さといも アブラムシ類
さとうきび カンシャコバネナガカメムシ及びメイチュウ類
すいか アブラムシ類
だいこん アブラムシ類

だいず アブラムシ類、吸実性カメムシ類、フタスジヒメハムシ及びマメシンクイガ

たまねぎ アザミウマ類

ちや アザミウマ類、カイガラムシ類、チャトゲコナジラミ、チャノホソガ、チャノミドリヒ
メヨコバイ、ハダニ類及びハマキムシ類

トマト アザミウマ類、アブラムシ類及びコナジラミ類
ながいも アブラムシ類

なし アブラムシ類、カイガラムシ類、シンクイムシ類、ニセナシサビダニ、ハダニ類及びハ
マキムシ類

なす アザミウマ類、アブラムシ類及びハダニ類
ねぎ アザミウマ類、アブラムシ類、ネギコガ及びネギハモグリバエ
はくさい アブラムシ類
はす ハスクビレアブラムシ
ばれいしよ アブラムシ類及びジャガイモシストセンチュウ

ピーマン アブラムシ類
ぶどう アザミウマ類
ほうれんそう アブラムシ類
もも シンクイムシ類及びハダニ類
りんご シンクイムシ類、ハダニ類及びハマキムシ類
レタス アブラムシ類
なす科植物 ナスミバエ
ばら科植物 クビアカツヤカミキリ

対象植物を定めないもの オオタバコガ、果樹カメムシ類、コナガ、シロイチモジヨトウ、ハスモンヨトウ及びヨ
トウガ

有害植物
いちご うどんこ病菌、炭疽病菌及び灰⾊かび病菌

いね 稲こうじ病菌、いもち病菌、ごま葉枯病菌、縞葉枯病ウイルス、⽩葉枯病菌、苗⽴枯病
菌、ばか苗病菌、もみ枯細菌病菌及び紋枯病菌

うめ かいよう病菌及び⿊星病菌
えんどう 萎ちよう病菌
おうとう 灰星病菌
かき 炭疽病菌
かんきつ かいよう病菌、⿊点病菌及びそうか病菌
キウイフルーツ かいよう病菌
きく ⽩さび病菌
キャベツ 菌核病菌及び⿊腐病菌

きゆうり うどんこ病菌、褐斑病菌、炭疽病菌、灰⾊かび病菌、斑点細菌病菌及びべと病菌

さつまいも 基腐病菌
だいず 紫斑病菌
たまねぎ ⽩⾊疫病菌及びべと病菌
ちや 炭疽病菌
てんさい 褐斑病菌及び⻄部萎⻩病ウイルス

トマト うどんこ病菌、疫病菌、⻩化葉巻病ウイルス、すすかび病菌、灰⾊かび病菌及び葉かび
病菌

なし ⾚星病菌、⿊星病菌及び⿊斑病菌
なす うどんこ病菌、すすかび病菌及び灰⾊かび病菌
にんじん ⿊葉枯病菌
ねぎ ⿊斑病菌、さび病菌及びべと病菌
ばれいしよ 疫病菌
ピーマン うどんこ病菌
ぶどう 晩腐病菌、灰⾊かび病菌及びべと病菌
むぎ ⾚かび病菌、うどんこ病菌及びさび病菌類
もも せん孔細菌病菌
りんご ⿊星病菌及び斑点落葉病菌
レタス 菌核病菌及び灰⾊かび病菌

指定有害動植物の⾒直しについて

お問合せ先

消費・安全局植物防疫課
担当者：国内防除第2班
代表：03-3502-8111（内線4562）
ダイヤルイン：03-3502-3382

https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/g_yosatsu/index.html
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雑草と病害虫の増殖特性の違い

雑草の多くは年１世代

雑草 病害虫

作期内の広域移動 ほぼ無 大

作期内の増殖速度 低 高

当年の気象の影響 小 大

圃場内の年次持続 高・安定 変動大

代表圃場→地域レベ

ルでの予察
？ 有用

35

指定有害動植物の選定方法

評価１（国内の分布が局地的ではないか局地的か）


ア　分布


イ　発生面積・被害面積


→組織的調査体制未確立、初発段階では指定困難


評価２（急激にまん延するか）


　ア　増殖度


　イ　拡散性


→病害虫＞＞雑草


評価３（農作物に重大な損害を与える傾向があるか）


　ア　加害度（農作物の重要性○、被害の様式○）


　イ　防除の困難性（薬剤抵抗性等）


→有効剤そもそも不足○


　ウ　国の施策上の重要性


当該作物における重要な病害虫である○

第五章　指定有害動植物の防除（定義）

第二十二条　この章及び次章で「指定有害動植物」とは、有害動物又は有害植物であつて、国内における分布
が局地的でなく、又は局地的でなくなるおそれがあり、かつ、急激にまん延して農作物に重大な損害を与える
傾向があるため、その防除につき特別の対策を要するものとして、農林水産大臣が指定するものをいう。
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④国内の病害虫防除の体制

<農薬の生産、流通及び消費の増進、
改善及び調整に関すること>

協力

予算支援

例）JA、防除資材・機器メーカー、関係団体、農業支援
サービス事業者等、植物医師Ⓡ、技術師、緑の安全管理士

農林水産省

農研機構 都道府県

地方農政局等

消費・安全局

農産局等

農産安全管理課
（農薬対策室）

植物防疫課
（防疫対策室） <病害虫の防除等に関する事務>

農林水産消費・安全技術
センター（FAMIC）

農業者

関係者

植物防疫に携わる関係部局
－行政
－病害虫防除所
－試験場
－普及指導センター 等

協力
サポート

連携

6

「国内での病害⾍・雑草防除をめぐる状況」 
令和７年10⽉27⽇ 農林⽔産省消費・安全局植物防疫課

“雑草情報文書のボトムアップ”

評価１（国内の分布が局地的ではないか局地的か）


ア　分布 / イ　発生面積・被害面積

37

当県〇〇地域の作物●●では，雑草■■が問題となってお

り，対策に苦慮している。


当県〇〇地域の作物●●では，雑草■■が問題となってい

る。□年に初発が確認され，□□年に実施した調査では，

◆％のほ場で確認され，うち◇％のほ場で△％以上の減収

と△△h/10aの作業負担が生じ，\△△△/10aの被害と

推定される。経年調査の結果から，前年多発ほ場の★％で

翌年の作付が放棄または他作物に転換された。**年後の

被害額は\****と試算され，対策が急務である。


雑草問題の記述例

38



雑草防除業界では何十年も常識

作物栽培・作物保護分野（特に技術行政）には十

分認知されていない？

水稲作 畑作等

作物の種類 1 多数

新規成分・製剤 多 僅

委託試験点数 多 少

地域での会議 有 無

担当者数 多 少

除草剤試験担当 ＝> 雑草の専門家？

39

「国内での病害⾍・雑草防除をめぐる状況」 
令和７年10⽉27⽇ 農林⽔産省消費・安全局植物防疫課

雑草防除（特に土地利用型作物）における


「予防・予察」とは？


化学農薬のみに依存しない


←そもそも化学農薬の選択肢が不十分

⑤総合防除の普及

 様々な状況の変化により、病害虫防除が年々、難しくなる中で、持続的かつ効果的な防
除を進めるため、化学農薬のみに依存しない、「予防・予察」に重点を置いた総合
防除を普及する必要。

 令和４年に植物防疫法を一部改正し、国が総合防除を推進するための基本的な指針（総合防除基本
指針）を策定し、都道府県が地域の実情に応じた総合防除の実施に関する計画（総合防除計画）を
策定する枠組みを新たに創設。

 更に、令和７年９月に、総合防除基本指針を補完する「総合防除実践ガイドライン」を公表。

12
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指定有害動植物の選定方法

評価１（国内の分布が局地的ではないか局地的か）


ア　分布


イ　発生面積・被害面積


→組織的調査体制未確立、初発段階では指定困難


評価２（急激にまん延するか）


　ア　増殖度


　イ　拡散性


→病害虫＞＞雑草


評価３（農作物に重大な損害を与える傾向があるか）


　ア　加害度（農作物の重要性、被害の様式）


　イ　防除の困難性（薬剤抵抗性等）


→有効剤そもそも不足


　ウ　国の施策上の重要性


当該作物における重要な病害虫である

作業機械等、人為拡散→まん延


予防が重要

作業機の洗浄徹底


収穫残渣の処分


多発圃場の作業は後に

予防

41

予察事業面から見た


雑草と病害虫の増殖特性の違い
雑草 病害虫

作期内の広域移動 ほぼ無 大

作期内の増殖速度 低 高

当年の気象の影響 小 大

圃場内の年次持続 高・安定 変動大

代表圃場→地域レベ

ルでの予察
？ 有用

雑草：土壌病害と類似

気象よりも圃場管理履歴が重要


 -> 現行の予察事業とは不適合

初発対応の重要・有用性は同様

42



雑草多発の主要因は


前歴×防除体系とその成否

43

予察事業面から見た


雑草と病害虫の増殖特性の違い
雑草 病害虫

作期内の広域移動 ほぼ無 大

作期内の増殖速度 低 高

当年の気象の影響 小 大

圃場内の年次持続 高・安定 変動大

代表圃場→地域レベ

ルでの予察
？ 有用

薬剤防除の自由度（時期、回数）小さい


当年の巡回→予報　は間に合わない

44



雑草の総合防除の考え方 
大豆難防除雑草を例に 

- 輪作を意識した防除 -

45

              　　　湛水


，

茎葉処理型

除草剤

機械的防除（中耕）

土壌処理型

除草剤

土中種子

Seed bank

成植物

Adults

地表種子

Seed rain

幼植物

Seedling

雑草の増殖特性
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雑草種子の土中持続性（例）

年間減少率 20〜30％

0"

2000"

4000"

6000"

8000"

10000"

0" 1" 2" 3" 4" 5" 6" 7" 8" 9" 10"


�����

�������

	����
1/10になるまで約10年


↓


タデ類の多発は10年に１回以下に

年 Lutman et al. (2001) Weed Research のデータから作図

47

埋土種子の消耗率

- 海外の畑雑草の例 -

結実翌年が最も多発 → 高リスク

●: グンバイナズナ


○: ナズナ


△: コハコベ


×: ノボロギク

出現年

出
現
し
た
実
生
の
数

Roberts (1964) Weed Research より
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アサガオ類の種子は何年持つのか？

マルバルコウ

244 245

マルバアサガオ。左：子葉は濃緑色で中裂し，裂片の先は円い。アメリカアサガオに比べて裂
片は幅広い。中：葉は互生。卵円形で全縁。基部は心形で，先端が急に短く尖る。両面に短毛
が密生し，細かい葉脈が目立つ。右：茎はつるとなって他物に絡みつく。つるにも下向きの長
毛が生える。

マルバアサガオ。1果
実内の種子は6個。種
子は扁平な卵形で3～
4稜あり，黒褐色。表
面は無毛または微細な
綿毛がある。長さ4～
5mm。

マルバアサガオ。左：花冠は径約6cm。青紫，赤紫，白色などさまざま。
右：萼裂片は狭長楕円形で先が短く尖り，下部に長毛が生える。花後，
花柄は下に曲がり，果実は下向きに熟す。

マルバアサガオ。葉腋に花序を出し，1～5個の花をつける。

アサガオ。左上：
子葉は中裂し，
裂片の先は円い。
裂片の幅はアメ
リカアサガオ，マ
ルバアサガオに
比べ狭い。左下：
葉は互生，葉柄に
下向きの長毛が
生える。葉身は
広卵形で3裂し，
裂片の先は鋭く
尖り，両面に毛が
散生する。 アサガオ。左：茎はつるとなり，他物に絡みつく。茎には下向きの毛が生える。葉腋に花序を出し，

1～2花をつける。右：花冠は漏斗形で幅約4cm，花色は白色，瑠璃色など多様。

マルバアサガオ（左）の萼片は蒴果の2倍長，アメリカアサガオ（中）の
萼片は中部で急に狭まり，先は外に反る。アサガオ（右）の萼片はしだ
いに先に細く伸びる。

本州以南 一年生（夏生）
4～8月 種子（20g）
6～10月 重力
つる性

19世紀に観賞用で移入した。野生化して道ばたや空き地に
広がり，畑地や樹園地の強害草となっている。

分　布 生活史
出　芽 繁殖器官
花　期 種子散布
草　丈

マルバルコウ
Ipomoea coccinea L. 

﹇
熱
帯
ア
メ
リ
カ
﹈

上：ダイズの畦間を埋めたマル
バルコウ。葉が数枚出た後に茎
がつるとなり，他物に絡みつく。
茎，葉柄，葉とも無毛。葉の質は
他のアサガオ類に比べて薄い。
左：葉腋から花序を出し，1花
序に2～5個の花をつける。

マルバルコウ。左：子葉は浅裂し，裂片の先は円みを帯びる。子葉柄や胚軸は赤褐色を帯
びる。右：葉は互生。葉身は広卵形～卵円形で先が鋭く尖り，基部は心形。葉は全縁または
両側に2，3個の突起がある。

マルバルコウ。左：花冠は五角形で径約1.5cm。朱赤色で先が広く開く。花冠が黄色の
タイプもある。中：萼裂片は長楕円形で無毛。先は急に棒状の突起となり，両側に翼状の
張り出しを持つ。蒴果は球形で幅6～8.5mm。果柄は下向きに曲がる。右：1果実に種
子は4個入る。種子は黒色～暗褐色で微細な毛があり，長さ3～4mm。

モミジルコウ。右：
子葉は中裂し，裂片
は広く開き，先は円
い。下：葉は互生，
掌状に深裂し，裂片
の先は尖る。

ルコウソウ。
花は鮮紅色
の漏斗形で
径約 3cm。
葉は羽状に
細かく裂け
る。

ツタノハルコウ。マルバルコウによく似るが，
茎上部の葉は3～5裂する。果実は上向きで熟
す。種子表面は黒色と褐色のまだら模様で，銀
白色の綿毛がある。

本州以南 全国一年生（夏生） 一年生（夏生）
5～7月 4～7月種子（21g） 種子（20g）
6～10月 8～9月重力 重力
つる性 つる性

江戸期に観賞用で移入された。その後野生化し，道ばたや空
き地に生育し，畑地にも入り込んでいる。

観賞用で栽培され，各地でしばしば野生化し，道ばた，空き
地などに生育する。耕地には入り込んでいない。

﹇
イ
ン
ド
〜
ヒ
マ
ラ
ヤ
﹈

分　布 分　布生活史 生活史
出　芽 出　芽繁殖器官 繁殖器官
花　期 花　期種子散布 種子散布
草　丈 草　丈

マルバアサガオ アサガオ
Ipomoea purpurea (L.) Roth Ipomoea nil (L.) Roth 

﹇
熱
帯
ア
メ
リ
カ
﹈

丸葉朝顔 丸葉縷紅朝顔ヒルガオ科 ヒルガオ科ヒルガオ科サツマイモ属 サツマイモ属サツマイモ属morningglory, tall morningglory, redmorningglory, Japanese

ツタノハルコウ Ipomoea hederifolia L. 
は熱帯アメリカ原産。1998年に神奈川
県で確認された。

ネコアサガオ Ipomoea biflora (L.) Pers
は熱帯アジア原産の一年生または多年生
草本。1962年に九州で確認され，南西
諸島に自生している。全草に毛が多く，
花は径約15mmで白色。

ルコウソウ Ipomoea quamoclit L. および
ルコウソウとマルバルコウの交配種モミ
ジルコウ Ipomoea × sloteri Niewl. が観
賞用に栽培され，人家付近などにしばし
ば逸出し，野生化している。一年生。

49

関連リンクプライバシーポリシー 著作権・免責事項 法人文書の開示手続き 個人情報の開示手続き RSSについて

その他その他

研究課題名:カバークロップ等を活用した省資材・環境保全型栽培管理技術の開発
中課題整理番号:214c
予算区分:交付金プロ(総合的雑草管理)
研究期間:2007～2010年度
研究担当者:澁谷知子、三浦重典、中谷敬子、鄭凡喜

法人番号 7050005005207

(C) 2001-2017 National Agriculture and Food Research Organization All Rights Reserved.

土中でのアサガオ類種子の寿命

畑−畑
水田−畑

水田ー水田

畑ー水田

水稲期間もほとんど死なない → 水稲作後も発生

マルバルコウ（外来アサガオの１種）
「冬期湛水と水稲栽培の組合せによる一年生夏畑雑草６種の埋土種子の死滅割合」

農研機構中央農研 2011
244 245

マルバアサガオ。左：子葉は濃緑色で中裂し，裂片の先は円い。アメリカアサガオに比べて裂
片は幅広い。中：葉は互生。卵円形で全縁。基部は心形で，先端が急に短く尖る。両面に短毛
が密生し，細かい葉脈が目立つ。右：茎はつるとなって他物に絡みつく。つるにも下向きの長
毛が生える。

マルバアサガオ。1果
実内の種子は6個。種
子は扁平な卵形で3～
4稜あり，黒褐色。表
面は無毛または微細な
綿毛がある。長さ4～
5mm。

マルバアサガオ。左：花冠は径約6cm。青紫，赤紫，白色などさまざま。
右：萼裂片は狭長楕円形で先が短く尖り，下部に長毛が生える。花後，
花柄は下に曲がり，果実は下向きに熟す。

マルバアサガオ。葉腋に花序を出し，1～5個の花をつける。

アサガオ。左上：
子葉は中裂し，
裂片の先は円い。
裂片の幅はアメ
リカアサガオ，マ
ルバアサガオに
比べ狭い。左下：
葉は互生，葉柄に
下向きの長毛が
生える。葉身は
広卵形で3裂し，
裂片の先は鋭く
尖り，両面に毛が
散生する。 アサガオ。左：茎はつるとなり，他物に絡みつく。茎には下向きの毛が生える。葉腋に花序を出し，

1～2花をつける。右：花冠は漏斗形で幅約4cm，花色は白色，瑠璃色など多様。

マルバアサガオ（左）の萼片は蒴果の2倍長，アメリカアサガオ（中）の
萼片は中部で急に狭まり，先は外に反る。アサガオ（右）の萼片はしだ
いに先に細く伸びる。

本州以南 一年生（夏生）
4～8月 種子（20g）
6～10月 重力
つる性

19世紀に観賞用で移入した。野生化して道ばたや空き地に
広がり，畑地や樹園地の強害草となっている。

分　布 生活史
出　芽 繁殖器官
花　期 種子散布
草　丈

マルバルコウ
Ipomoea coccinea L. 

﹇
熱
帯
ア
メ
リ
カ
﹈

上：ダイズの畦間を埋めたマル
バルコウ。葉が数枚出た後に茎
がつるとなり，他物に絡みつく。
茎，葉柄，葉とも無毛。葉の質は
他のアサガオ類に比べて薄い。
左：葉腋から花序を出し，1花
序に2～5個の花をつける。

マルバルコウ。左：子葉は浅裂し，裂片の先は円みを帯びる。子葉柄や胚軸は赤褐色を帯
びる。右：葉は互生。葉身は広卵形～卵円形で先が鋭く尖り，基部は心形。葉は全縁または
両側に2，3個の突起がある。

マルバルコウ。左：花冠は五角形で径約1.5cm。朱赤色で先が広く開く。花冠が黄色の
タイプもある。中：萼裂片は長楕円形で無毛。先は急に棒状の突起となり，両側に翼状の
張り出しを持つ。蒴果は球形で幅6～8.5mm。果柄は下向きに曲がる。右：1果実に種
子は4個入る。種子は黒色～暗褐色で微細な毛があり，長さ3～4mm。

モミジルコウ。右：
子葉は中裂し，裂片
は広く開き，先は円
い。下：葉は互生，
掌状に深裂し，裂片
の先は尖る。

ルコウソウ。
花は鮮紅色
の漏斗形で
径約 3cm。
葉は羽状に
細かく裂け
る。

ツタノハルコウ。マルバルコウによく似るが，
茎上部の葉は3～5裂する。果実は上向きで熟
す。種子表面は黒色と褐色のまだら模様で，銀
白色の綿毛がある。

本州以南 全国一年生（夏生） 一年生（夏生）
5～7月 4～7月種子（21g） 種子（20g）
6～10月 8～9月重力 重力
つる性 つる性

江戸期に観賞用で移入された。その後野生化し，道ばたや空
き地に生育し，畑地にも入り込んでいる。

観賞用で栽培され，各地でしばしば野生化し，道ばた，空き
地などに生育する。耕地には入り込んでいない。

﹇
イ
ン
ド
〜
ヒ
マ
ラ
ヤ
﹈

分　布 分　布生活史 生活史
出　芽 出　芽繁殖器官 繁殖器官
花　期 花　期種子散布 種子散布
草　丈 草　丈

マルバアサガオ アサガオ
Ipomoea purpurea (L.) Roth Ipomoea nil (L.) Roth 

﹇
熱
帯
ア
メ
リ
カ
﹈

丸葉朝顔 丸葉縷紅朝顔ヒルガオ科 ヒルガオ科ヒルガオ科サツマイモ属 サツマイモ属サツマイモ属morningglory, tall morningglory, redmorningglory, Japanese

ツタノハルコウ Ipomoea hederifolia L. 
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県で確認された。
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ホシアサガオ
Ipomoea triloba

一 一種子 種子 ヒルガオ科ヒルガオ科 マメアサガオ
Ipomoea lacunosa

南アメリカ原産。関東以北にはまだ少なく，東海以西の暖地に多い。マメアサ
ガオとよく似るが，子葉の切れ込みと花柄の長さなどが識別点になる。帰化ア
サガオ類の中ではベンタゾン剤の感受性は低い。帰化アサガオ類全般に，グリ
ホサート剤の効果は不十分で，グルホシネート剤の畦間・株間散布による防除
効果が高い。中耕では防除できない大豆株間の出芽個体を防除するため，大豆
株元への散布が必要である。 →P.49

北アメリカ原産。ホシアサガオとよく似るが，子葉の切れ込みと花柄の長さな
どに加え，葉の縁などが紫色をおびることが識別点になる。帰化アサガオ類全
般に，大豆の草冠が遮蔽し，地表面が陰になると，出芽・生育が著しく抑制され
る。そのため，それまでの期間，ベンタゾン剤，中耕，グルホシネート剤の畦間・
株間散布などによる体系防除を行い，つるの絡みつきを防ぐことが必要であ
る。 →P.49

茎はつるとなり，他のものに絡みついて伸びる。葉身基部の切れ込みは浅い

子葉は漢字の「八」の字型に開く。本葉
は広卵形，先は細長くとがる

1花序に花は1，2個。果皮には毛がある

花冠は径約1.5cm，白色または淡紅色

茎はつるとなり，他のものに絡みついて伸びる。花柄は葉柄より長く，花が目立つ

子葉はカタカナの「ハ」の字型に開
く。本葉は広卵形，先は短くとがる

1花序に花は数個。果皮には毛がある

花冠は径約2cm，淡紫色で中
心部は濃紅紫色

葉は互生し，全体ほぼ無毛。葉身は先がとがり，基部は深く切れ込む
葉は互生し，生育後期の葉身はしばしば3裂す
る。花柄は葉柄より短く，花は目立たない
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ホサート剤の効果は不十分で，グルホシネート剤の畦間・株間散布による防除
効果が高い。中耕では防除できない大豆株間の出芽個体を防除するため，大豆
株元への散布が必要である。 →P.49

北アメリカ原産。ホシアサガオとよく似るが，子葉の切れ込みと花柄の長さな
どに加え，葉の縁などが紫色をおびることが識別点になる。帰化アサガオ類全
般に，大豆の草冠が遮蔽し，地表面が陰になると，出芽・生育が著しく抑制され
る。そのため，それまでの期間，ベンタゾン剤，中耕，グルホシネート剤の畦間・
株間散布などによる体系防除を行い，つるの絡みつきを防ぐことが必要であ
る。 →P.49

茎はつるとなり，他のものに絡みついて伸びる。葉身基部の切れ込みは浅い

子葉は漢字の「八」の字型に開く。本葉
は広卵形，先は細長くとがる

1花序に花は1，2個。果皮には毛がある

花冠は径約1.5cm，白色または淡紅色

茎はつるとなり，他のものに絡みついて伸びる。花柄は葉柄より長く，花が目立つ

子葉はカタカナの「ハ」の字型に開
く。本葉は広卵形，先は短くとがる

1花序に花は数個。果皮には毛がある

花冠は径約2cm，淡紫色で中
心部は濃紅紫色

葉は互生し，全体ほぼ無毛。葉身は先がとがり，基部は深く切れ込む
葉は互生し，生育後期の葉身はしばしば3裂す
る。花柄は葉柄より短く，花は目立たない

montharea 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

北海道

東日本

西日本

montharea 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

北海道

東日本

西日本
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雑草の増減�
どんな条件で，どんな雑草が，どのように増える/減るのか

いくつタネ
をつける

中耕・培土の
効果？

連作？

輪作？

計算 と 観測

除草剤の効果
は何％

タネは土中で何年
もつ？

“予察”
53

防除手段なしの場合、３年で飽和 → 初期・継続的対応必須

水田輪作への適応：大豆期の埋土種子死滅率20%，水稲期の種子死滅率30%


除草剤の選択肢不足：大豆期の防除圧：30％＋80％，


初期値10/㎡，最大種子生産量5000/㎡

雑草の増減パターン試算例

水田輪作と畑連作

一年生耕地雑草の個体群動態モデル利用
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作物圃場における雑草の


防除と増減の特徴

土中の埋土種子


前年産種子が翌年出芽の主体


作物播種後・出芽前の防除の成否が決定的


防除不十分で残草


→経年で種子蓄積


→連作：数年で飽和


→湛水条件で生存可能は高リスク
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年 栽培作物  ⽉ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
4 てん菜
1 ⼤⾖
2 バレイショ

4 てん菜
1 ⼤⾖

秋播きコムギ3

輪作体系における作物の栽培時期（例）

作物・作型ごとに


栽培時期・管理パターン・使用除草剤


異なる
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多様な栽培・防除体系


全作物を通じた難防除雑草は少ない

4年輪作体系における雑草防除体系

1年目

豆類(大豆・小豆)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2年目

馬鈴しょ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

3年目

秋まき小麦

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

4年目

てん菜（移植）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月
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土地利用型作物における

雑草の総合防除 
これからの展望
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雑草：前作履歴（想定される種子密度）

に応じて対応
雑草 病害虫

作期内の広域移動 ほぼ無 大

作期内の増殖速度 低 高

当年の気象の影響 小 大

圃場内の年次持続 高・安定 変動大

代表圃場→地域レベ

ルでの予察
？ 有用

収穫前の残草種・量 - 簡易・面的把握


→ 前年多発圃場は翌年も高リスク


→ 防除の強度、転作の推奨


≒ 雑草の発生予察
59

診断に基づく大豆栽培改善技術導入支援マニュアル

農研機構

中央農業研究センター
初版 2020年3月
改訂版 2021年3月

農林水産省委託プロジェクト研究
「多収阻害要因の診断法及び対策技術の開発」

大豆栽培における
難防除雑草の防除

⽬次

第１章 外来雑草対策の基本 １

第２章 ほ場周辺管理 ５

第３章 難防除雑草の⽣態と防除対策

１．帰化アサガオ類（関東、中国） １０

２．アレチウリ（東北北部） １７

３．ヒロハフウリンホオズキ（九州北部） １９

４．カロライナツユクサ（九州北部） ２１

５．イヌホオズキ（東北北部） ２３

第４章 防除のための参考情報

１．苗⽴ちの確保 ２５

２．全⾯散布できる茎葉処理型除草剤 ２６
３．畦間・株間処理による⼤⾖⽣育期の ２９

雑草防除
４．本マニュアルに記載の除草剤 ３１

５．参考パンフレット等 ３２

表紙写真
上：帰化アサガオ類がまん延した⼤⾖畑
左下：畦畔から侵⼊する帰化アサガオ類
右下：ヒロハフウリンホオズキがまん延した⼤⾖畑とヒロハフウリンホオズキの花

→各地の現地実証で最適化


前作履歴の把握 ≒ 予察


総合防除計画への反映を

水田輪作における難防除雑草の総合的防除


基本的な考え方

少発段階で有効剤の体系処理と連作の回避


高精度作業による防除効果の安定化


初期防除の徹底と拡散の防止
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筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍・雑草の総合防除の実現に向けた提⾔ 

18 

【図表 3-3 畑作における GIS ソフトのモデル事例①-2】 

 
 
続いて、畑作におけるモデル事例②では、九州地域のホウレンソウの⻩化現象について取り扱っ

ている。ホウレンソウにおける⻩化現象が多発している状況において、農家が主体となり、発症の
有無やアブラムシの発⽣、積算温度、品⽬等を記録したと仮定した（図表 3-4）。 
 ⻩化現象について、普及機関や営農指導員からの情報により、原因は４パターン（①⾼温・乾燥に
よる根の⽣育不⾜への寒波の影響、②排⽔性不良による⽣理障害、③アブラムシ媒介のウイルスに
よる影響、④炭疽病による影響）に分類されると仮説を⽴てる。続いて⻩化現象が⾒られる圃場を
可視化し、さらに関連していると思われる要因、例えば積算温度やアブラムシの発⽣状況も地図上
に可視化することで、症状の原因の⾒当を付けることができ、仮説検証を補助する（図表 3-5）。本
モデル事例では、⻩化現象の発⽣エリアと積算温度が⾼いエリア⼜はアブラムシの発⽣エリアが概
ね⼀致しており、「①⾼温・乾燥による根の⽣育不良への寒波の影響」⼜は「③アブラムシ媒介のウ
イルスによる影響」が原因と推察される。必要に応じて普及機関等と連携して、より詳細に原因を
追求し、その要因毎に短期的な⼜は次作に向けた準備をする流れとなる。 
 
  

令和5年（2023年）3月


農林水産省「筆ポリゴン等のデータを活用した病害虫の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

今後の展望 -農業DXを雑草防除に-

筆ポリゴン等のデータを活用した病害虫・雑草の総合防除の実現に向けた提言
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緑肥利用マニュアル
－土づくりと減肥を目指して－

農林水産省委託プロジェクト研究
「生産コストの削減に向けた有機質資材の活用技術の開発」

（2015～ 2019年度）
有機質資材コンソーシアム
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長
໼
県

＋8,800 有 ×
牛ふん堆肥0.�t/10a相当の土づくり効果
窒素・カリの5割減肥
播झ6ु間後のす͘ࠒΊで、フレールモア෈要

す͘ࠒΊ時期がஙくなれ
ば、フレールモアがච要

4-8-2
P26

ತ
໨
県

＋2,500 有 ○ તமのཊ੏効果
5-8-1
P34

長
໼
県

＋�,�00 有 ×
窒素・カリの5割減肥
草৐30 FPでのす͘ࠒΊで、フレールモア෈要
す͘ࠒΊ後のϜルチ栽培の作業性は良޹

す͘ࠒΊ時期がஙくなれ
ば、フレールモアがච要

6-8-1
P42

秋
田
県

＋45,000 有 ○
所得は、減肥しても長ϋギ
が増収した時の試算

7-8-3
P52

千
葉
県

－500 有 ○
牛ふん堆肥0.4t/10a相当の土づくり効果
窒素・リン酸・カリの3割減肥
ηイートαーンのॵ期ਫ਼үが良޹

7-8-4
P54

山
梨
県

＋22,000 有 ○
牛ふん堆肥0.3t/10a相当の土づくり効果
窒素・リン酸・カリの5割減肥
有機栽培でバランηの良い཈分ڇڛ

有機࣯肥料の削減によるࢬ
肥αηトのఁ減

7-8-5
P56

๼
ք
ಕ

�1,500 有 ×
窒素・リン酸・カリの減肥
ࠞはりの改善によるタϜϋギの増収
す͘ࠒΊにフレールモアが෈要

緑肥播झのためϔローχ
キャηターがච要
所得は、減肥してもタϜϋ
ギが増収した時の試算

�-8-1
P48

千
葉
県

＋�2,500 無 ○
所得は、減肥してもωンジ
ンが増収した時の試算

5-8-2
P36

10
月

主
作
物

実
証
地

1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

留意点
章-節-
項目

ページ

レ
タ
η

Ϫタη
ソル
ガム

Ϫタ
η

牛ふん堆肥0.�t/10a相当の土づくり効果
窒素・カリの4.5 kg/10a減肥
除草作業の軽減

Ϫタη
Φϱ
ώク

Ϫタ
η

11
月

12
月

所得への
効果

（円/10a）

労働時
間の増

加

フレー
ルモア
の要否

メリット

長
ϋ
ギ

窒素・リン酸・カリの3割減肥
長ϋギの増収
除草作業の軽減　　排水性の改善

ヘアリー
ベッチ

ௗϋά
ヘアリー
ベッチ

ヘアリー
ベッチ

ライムά
Ϫタ
η

Ϫタ
η

ライムά

η
イ
ổ
ト
α
ổ
ン

ヘアリー
ベッチ

ηイーφ
コーϱ

ヘアリー
ベッチ

ηイーφ
コーϱ

タ
Ϝ
ϋ
ギ

タϜϋά
ヘア
リー
ベッチ

ω
ン
ジ
ン

牛ふん堆肥0.5t/10a相当の土づくり効果
リン酸の5 kg/10a減肥
ࠞ෨肥大によるωンジンの増収
除草作業の軽減

Φϱ
ώク

ωϱζϱ

牛ふん堆肥0.5t/10a相当の土づくり効果
窒素・リン酸・カリの5割減肥
サツϜイモの増収
サツϜイモϋαϔιンチϣΤのཊ੏

サツϜイモのؕٵがච要
所得は、減肥してもサツϜ
イモが増収した時の試算

8-8-1
P62

サツϜイϠ

サ
ツ
Ϝ
イ
モ

千
葉
県

クロタラリア
＋220,000 有 ○

4

業務加工用露地野菜


＋緑肥導入
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除草剤に依存しない


土地利用型作物の雑草の総合防除

難防除雑草対策剤は不足


既登録剤を積極活用して徹底防除


戦略的輪作でまん延回避


多様な作型、多様なパターンの輪作体系へ


業務加工用露地野菜および緑肥導入

 => 経年効果は未実証（現場先行、研究困難）


複雑かつ効率的・合理的な体系の探索


市場ニーズとの統合、法人間連携・多角化
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